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　本稿では，マルチメディア オブジェクトデータベース：Jasmineを支える技術につい
て説明する。とくに，オブジェクト指向とデータベース技術との融合とJasmineの特
長，なぜオブジェクト指向データベースがマルチメディア管理と相性がよいか，また
Jasmineを使ったWebアプリケーション構築を行うにはどのような方法があるのかな
ど，従来あまり他では紹介されていなかった話題にも多く触れた。またJasmine上での
マルチメディア アプリケーション開発生産性を高めているキーテクノロジーである，
様々なISV技術との連携およびJasmine Studioについての紹介も行う。
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Abstract

マルチメディア  オブジェクトデータベース：
Jasmine

This article explains the basic technologies of the Jasmine multimedia object database, some
of which have rarely been mentioned before in Japanese articles on Jasmine.  The subjects
covered include the features of Jasmine, the integration of the object-oriented paradigm with
database technology, the reason why an object-oriented DBMS is well suited to multimedia
data management, and methods of building Web-centric applications on Jasmine.  This article
also describes the linkage with various ISV technologies and the Jasmine Studio, which are the
technological keys for enhancing the productivity of multimedia application development on
Jasmine.
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ま　え　が　き

　今日のデータベースの世界で重要なキーワードといえ

ば，オブジェクト指向，マルチメディア，そしてWebか

らのデータアクセスである。またWebベースのアプリ

ケーションモデルを考えた場合，とくに重要になってくる

のは，Java(注1)によるアクセス，Beans(注2)（とくにEJB(注3)）

のようなコンポーネントモデル，およびアプリケーショ

ン間のデータ交換手段として注目されつつあるXMLなど

である。現在世界中の先進的なデータベースベンダがこ

のような分野のサポートを競い合っているという背景の

中で，1997年12月，富士通と米国Computer Associates社

（以下，CA社）との共同開発によるオブジェクト指向デー

タベース：Jasmineはリリースされた（日本語版は1998年

５月リリース）。

　本稿では，オブジェクト指向データベース（Object

Oriented DataBase：OODB），マルチメディア，インター

ネット，および開発環境というテーマに絞って，Jasmine

を支える技術について説明する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○オブジェクト指向に対する二つのアプローチ : ORDBとOODB

　情報化社会の進展に伴い，ますます複雑化していくソ

フトウェア仕様，その要求に応えていかなくてはならな

いソフトウェア開発において，いかにして高生産性を追

求していくのか。このような命題に対する答えの一つと

して登場した新たなパラダイム「オブジェクト指向」は，

プログラミング言語の分野では，1980年代半ばにC++，

1990年代半ばにはJavaという形で，また分析・設計の分

野においては，OOA/OOD（Object Oriented Analysis/

Object Oriented Design）という形で具現化され，いまや

ソフトウェア開発の世界の主流となりつつある。データ

ベースの世界においてこの新しいパラダイムとデータ

ベース技術とを統合するという試みもまた，1980年代か

ら始まり，現在ではそのアプローチの方法により大きく

二つの流れがある。一つ目はオブジェクト リレーショナ

ルデータベース（Object Relational DataBase：ORDB）とい

うアプローチであり，これはちょうどC言語を拡張する形

でC++が登場したように，リレーショナルモデル（および

その操作言語であるSQL）にオブジェクト指向としての機

能を拡張・追加するというものである。この範ちゅうに属

するデータベースとして，OracleやInformixなどがある。

もう一つのアプローチは，ピュアなオブジェクト指向デー

タベース（Object Oriented DataBase：OODB）であり，オ

ブジェクト識別子(注4)，クラス(注5) インスタンス(注6)，メ

ソッド(注7)，継承(注8)というようなオブジェクト指向固有の

概念を取り入れたデータベースモデルを持つものであ

る。さらにこの範ちゅうに属するデータベースは，

OODBの草分けであるGemStone（Gemstone System社）や

ObjectStore（Object Design社）に代表されるようなオブ

ジェクト指向言語に永続オブジェクト機能を追加すると

いうアプローチをとるタイプ（本稿では言語型と呼ぶ）

と，トランザクション・排他・リカバリなどのデータ

ベース技術の上にオブジェクトモデルを構築するタイプ

（本稿ではDB型と呼ぶ）とがある。Jasmineはこの後者

（DB型）に分類されるものである。

　一般的に言語型とDB型との違いは，言語型では，オブ

ジェクトをメモリ上に展開し，オブジェクト間の参照も

すべてポインタに置き換えていくというやり方（swizzling

という）を行う。このため比較的小さなサイズのデータ

や，ある程度のデータ量までならばプログラムのメモリ

アクセスと同等の性能で処理される。しかしマルチメ

ディアのような大きなデータを数多く処理するとなる

と，もともとDBからのアクセス効率を考慮して設計され

ているJasmineのようなDB型の方が有利になってくる。

Jasmineは，これ以外にも，オブジェクトサーバアーキテ

クチャをベースにしたオブジェクトロック（排他制御の最

小単位をインスタンスまでサポート）や，ODQL（Object

Definition and Query Language）というデータベース定

義・操作・検索言語のサポート（ODQLのみ，またはCや

C++などのホスト言語に対する埋め込み型のいずれでも

メソッドの記述が可能）など，数々のデータベース技術を

基盤とした機能的特長を持ち，一層エンタープライズ指

向のデータベースとなっている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Jasmineとマルチメディア

　つぎに，なぜOODBがマルチメディア管理に適してい

るのかについて述べる。OODBがマルチメディアの管理

に適している理由にはつぎの三つのことが挙げられる。

（注1）Sun Microsystems, Inc. が提唱する新たな言語体系。
（注2）Java Beans. Java によるコンポーネント部品。
（注3）Enterprise JavaBeans
（注4）システムが自動的に割り当てるオブジェクト個々に固有の識別子｡

（注5）同じ特性を持つオブジェクトの集合あるいはその特性に関する定
義記述。

（注6）クラスに記述された特性を持つ具体的な一つ一つのオブジェクト｡
（注7）オブジェクトに対して行うことのできる操作・手続き。
（注8）上位クラスで定義された属性やメソッドが下位クラスにも引き継

がれる仕組み。
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（1）　カプセル化

　マルチメディアデータには，動画，静止画，音声，テ

キストのように様々なタイプがあり，かつそれぞれのタ

イプに応じて固有の操作（例えば動画であれば再生，早送

り，ポーズなど）が付随している。このような対象物とそ

れに対する固有の操作との組合せという考え方はオブ

ジェクト指向の考え方と共通するものである。

（2）　拡張性

　マルチメディアデータの場合，一つのデータ種におい

てもその形式（例えば静止画におけるGIFやJPEG）には

様々なバラエティがあり，さらにまた今後も新たな形式

が増えてくる可能性がある。このような場合にオブジェ

クト指向では，継承というメカニズムを利用すること

で，新しい形式に容易に対応することが可能である。

（3）　関係管理

　マルチメディアデータの管理には，データ相互の関連

付けや包含関係など様々なデータ間の複雑な関係管理が

伴う場合が多い。例えば文書データでは，一つのページ

とそれを構成するテキストや絵との包含関係，ページや

項目相互の参照関係，関連する文書の分類関係など，

データ間の様々な関係が必要となってくる。このような

物と物との間の複雑で自由な関係を表現することは，オ

ブジェクト指向モデルの最も得意とするところである。

　より一般的な言い方をするならば，マルチメディアと

オブジェクト指向のどちらもが，より現実に近いモデル

をコンピュータ上で表現する手段として登場してきたも

のであり，その意味ではこの二つに親和性があるのは

至って自然の結果と言えよう。とりわけDB型の特長を持

つJasmineはマルチメディアデータの管理に適しているわ

けである。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Jasmineのマルチメディアクラスライブラリ

　Jasmineは前述のOODBとしての特性に加え，様々なマ

ルチメディアデータを管理するためのクラスとその操作

を行うメソッド群をまとめてマルチメディアクラスライ

ブラリという形式で提供している。これによって，ユー

ザがマルチメディア操作を行うアプリケーションの記述

を容易にしている。Jasmineのマルチメディアクラスライ

ブラリのクラス階層を図-１に示す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○クラスライブラリ

　ところで，マルチメディアクラスライブラリはクラス

ライブラリの一種である。クラスライブラリは，Jasmine

の拡張性のキーとなる考え方である。以下，このクラス

ライブラリについて説明する。

　Jasmineでは，ある特定の機能や特定の分野のアプリ

ケーション，機能部品セットを実現するためのクラス群

（クラスツリー）をまとめてクラスファミリという単位でオ

ブジェクトとメソッドの管理をしている。Jasmineが提供

するクラスファミリには，先に登場したマルチメディアク

ラスライブラリ（mediaCF）以外にも，以下のものがある。

（1） Jasmineのアプリケーション開発環境であるJasmine

Studioが，その上で開発されたアプリケーションを格

納するjadelibCF

（2） JasmineのWebアクセスアプリケーション開発環境

であるWebLinkが，そのテンプレートデータなどを格

納するweblinkCF

（3） 既存データベースにアクセスするためのSQLゲート

ウェイ機能を提供するsqlCF

　もちろん，ユーザ自身がクラスファミリを定義し，そ

の上にアプリケーションパッケージを開発し頒布するこ

とも可能である。XMLサポートなどもこのようなクラス

ファミリの一つとして拡張されることになる。またシス

テム提供のクラスファミリ以外にもいろいろな分野のソ

フトウェアベンダが，この技術の上にそれぞれ特徴的な

図-1　Jasmineのマルチメディアクラスライブラリ
Fig.1-Multimedia class library in Jasmine.
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クラスライブラリを提供しており，それらの機能の中に

は特にマルチメディアの高度なハンドリングを容易にす

る技術が数多く含まれている。そこで次にJasmineにおけ

る様々なISV技術との連携について説明する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○様々な ISV技術との連携

　今日，マルチメディアの分野のみならずあらゆるアプ

リケーション分野において，そのサポート機能はどんど

ん広がり，各分野において深い専門的なテクノロジーが

要求される状況にある。このような現実の中で，一つの

ベンダがそれらすべての機能をカバーすることは不可能

である。しかし同時に，このような付加価値のない裸の

データベースではその利用価値も半減してしまうことに

なる。JasmineではDPP（Development Partner Program）

と呼ばれる戦略を採り，世界中の様々な分野の先進的な

ISV技術と連携することによって，エンドユーザやアプリ

ケーション開発者に必要な機能を提供している。クラス

ライブラリで外部DB，あるいはファイルとアクセスする

ライブラリをラップ（wrap）するというやり方による連携

イメージを図-２に示す。また，利用面から代表的な連携

ソフトウェアを表-１に示す。

　上記以外にも現在100社以上がJasmineのDPPとなって

いる。これらのISV技術を用いた様々なソリューションに

ついては，本号掲載の「Jasmineによるソリューション」

を参照されたい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Jasmineとインターネット

　今日のインターネット（あるいはイントラネットやエク

ストラネット）の発展・普及は，Webなくしてはあり得な

い。そこでまず，Jasmineデータベースに対するWebから

のアクセスを行うための代表的な機能であるWebLinkに

ついて説明する。

　WebLinkは，Webサーバ（HTTPサーバ）とJasmineデー

タベースサーバとの間でクライアント（Webブラウザ）か

らの検索・更新などの要求をサーバに渡し，その結果を

HTMLページの中に埋め込んでクライアント側に返すと

いうゲートウェイサーバとしての働きをするものであ

る。WebLinkアプリケーションは一連のHTMLページか

らなり，ユーザはその中にWebLinkが提供する拡張タグ

を利用して，Jasmineサーバにアクセスするコードを埋め

込む。Jasmineサーバに対するアクセスは，Jasmineが提供

するODQLを用いる。このようにして作成されたHTML

テンプレートは前述したサーバ側のweblinkCFに格納され

る。データアクセス時は，WebLinkが登録されたテンプ

レートをたどることによって，そこにデータの処理結

果を埋め込んで表示する。また，WebLinkはユーザのセ

ションの制御も行う。WebLinkの管理するセションには

個々のユーザ認証を行うプライベートセションと不特定

多数からのアクセスを許すパブリックセションとがあ

る。WebLinkのアーキテクチャを図-３に示す。

　一般的に，Webからデータベースにアクセスするため

には，CGIプログラムであれ，アプレットであれ何らかの

プログラムを書く必要がある。その意味では，WebLink

はHTMLに関する知識だけで，テンプレートを作成する

ことによって簡単にJasmineデータベースにアクセスする

Webアプリケーションが開発できる，Jasmineの特長的な

機能の一つ（かつエレガントなWebアクセスソリューショ

ンの一つ）である。さらに，分散オブジェクト運用に基づ

くアプリケーションモデルというようなことまで考える

と，例えば，富士通製品であるINTERSTAGE(注9)に代表さ

れるようなCORBA(注10)との連携にせよ，あるいはCOM

図-2　クラスライブラリによる連携
Fig.2-External system connectivity using class library.

Jasmine�
クライアント�

外部サーバ�

Jasmine�
サーバ�

クラスライブラリ�

外部データベース/ファイル�

（注9） 富士通製CORBA製品。
（注10）Common Object Request Broker Architectureの略語：OMG

（Object Management Group）が規定した異機種間アプリケー
ション連携のための国際標準仕様。

ソフトウェア名� ベンダ名�分　野�

表-1　Jasmineと連携する代表的なISV技術�

テキスト検索�

簡易3Dオブジェクト�

FlashPix画像，VRMLパノラマ，�
3Dオブジェクト�

地図情報システム�

ConceptBase

MapDK

ImageServer

Gen-trix Studio

イメージ文書管理�

OLE DBISGNavigator

ImageCABINET

ジャストシステム社�

IncrementP社�

LivePicture社�

ゲン・テック社�

ISG社�

富士通大分ソフトウェア�
ラボラトリ�



FUJITSU.50, 3, (05,1999)

マルチメディア オブジェクトデータベース：Jasmine

144

（Component Object Model）やJavaBeanなどのコンポーネ

ントモデルをベースとしたアプリケーションの構築にせ

よ，その基本となってくるのはやはりC++やJavaのような

オブジェクト指向プログラミング言語とのバインディン

グである。Jasmineもまたこれら二つの言語インタフェー

スをサポートしているが，とくにJavaインタフェースに

ついては次の２種類の方法を提供している。

（1）　Jp（Java proxy）

　Jpは，J APIというJasmineにアクセスするためのクラス

ライブラリと，jpcgというユーティリティコマンドから

構成される。jpcgコマンドは既存のJasmineクラスに対す

るJavaクラス（プロキシクラス）を生成するコマンドであ

り，ユーザはこのようにして生成されたクラスとJ APIと

を使うことによってJasmineデータベースにアクセスする

アプリケーションやアプレットを記述することができる。

（2）　pJ（persistent Java）

　pJは，Jpとは逆にJavaの中に永続オブジェクトを導入す

るアプローチである。ユーザは永続化させたいJavaクラ

スに対してpJが提供するJPPコマンドを用いることで

Jasmine側に対応するJasmineクラスを定義することがで

きる。このようにしてJasmine側に定義されたクラスは単

に永続オブジェクトを格納するための器にすぎず，Java

プログラマはこのJasmineクラスを意識する必要はない。

その意味でpJはpure Javaなアプローチであり，ODMG(注11)

図-3　WebLinkのアーキテクチャ
Fig.3-Architecture of WebLink.
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が提唱するJavaバインディングと同等のものである。

　これらのJavaインタフェースや，Jasmineが提供する

Beansを利用して，Jasmineデータベースにアクセスする

ためのアプリケーションやアプレット，さらにはより本

格的な多階層（multi-tier）アプリケーションモデルの構築

を行うことができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Jasmine Studio

　最後にJasmineのアプリケーション開発環境である

Jasmine Studioについて簡単に紹介する。Jasmine Studio

の機能には大きく分けて，データベース管理機能とアプ

リケーション開発機能の２種類がある。

●　データベース管理機能

　Windows Explorerライクのビューを持つクラスブラウ

ザ(注12)，プロパティインスペクタ(注13)などの機能を用いる

ことによって，データベースに格納されているクラスの

定義の参照を行うことができる。また，クラスやメソッ

ドの定義，またオブジェクト間の関係付けなど，いわゆ

るモデルの構築もすべてGUI操作で行うことができるた

め，データベース操作言語に不慣れなユーザでも容易に

データベースの構築や管理を可能にする。

●　アプリケーション開発機能

　Jasmine Studioのアプリケーションは，GUIによる機能

の貼り付けという大変簡単な方法で作成できる。つまり

シーンと呼ばれるシートの上に，マルチメディアデータ

やある条件を満たすオブジェクトの集合（クエリオブジェ

クト）などのデータベースで管理されるオブジェクトや，

ボタン，リストボックス，あるいはActiveXコントロール

などのローカル ウィジェット（部品）を配置するというや

り方で開発を行う。シーン上に配置されたオブジェクト

（scene item）に対しては必要に応じて各種のアクションを

指定・記述する。このようにして作成されたシーン，お

よびシーン上の各要素はすべてJasmineサーバ側のクラス

ライブラリ（jadelibCF）に格納されるため，ユーザはアプ

リケーションを構成する各種ファイルを個々に自分で管

理することに煩わされることはない。

●　アプリケーションのdeployment

　Jasmine Studioで開発されたアプリケーションは，①そ

のままWindowsアプリケーションとして実行，②Webブ

ラウザ ＋ Jasmine Plug-inでWebブラウザ上で実行，のい

（注12） Class Browser：クラスの定義情報をツリービューで見せる
Jasmine Studioのツールの一つ。

（注13） Property Inspector：オブジェクトの属性値を参照するための
Jasmine Studioのツールの一つ。

　　　　（注11）オブジェクト指向データベースの標準化団体。
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ずれもが変更なしに可能であり，クライアント サーバタ

イプおよびWebタイプの両運用タイプに対応したアプリ

ケーションの頒布を行うことができる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○む　　す　　び

　以上Jasmineの主な技術について説明してきたが，

Jasmineにはここに紹介した以外にも，データベース定義

言語，データベース操作言語，およびデータベース検索

言語であるODQL，Jasmine ActiveXなどの持ち味があ

り，それらについては，Jasmineのホームページ（http://

www.fujitsu.co.jp/hypertext/softinfo/product/db/

JASMINE）を参照されたい。また，機能やアーキテク

チャだけではなく，オブジェクト指向設計と，それをオ

ブジェクトデータベースで実装した際の性能といった話

題についてもまた別の機会に譲らせていただきたい。

　Jasmineは富士通とCA社が全世界で協調ビジネスを推

進しており，世界中のユーザやソフトウェアベンダの

声，経験，技術を取り込みながら成長し続けている。日

本のお客様にも是非，このJasmineが持つ様々な最先端技

術を体験・実感の上，ビジネスに役立てていただきたい

と思う次第である。
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